
様式 4

熊本リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施しております。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 励煮 一学時な

研究課題名

口 ハ ア ー ン ヨ のン

した機能的予後関連因子の探索的研究 :2施設共同後ろ向き観察研

究

当院の研究責任者
所属 :サルコペニア・低栄養研究センター 職名 :医師 氏名 :吉村

芳弘

他の研究機関及び各施設の

研究責任者
所属 :原宿リハビリテーション病院 職名 :管理栄養士 氏名 :弓 1馬 匡美

本研究の目的

大腿骨近位部骨折受傷後の機能回復、在宅復帰にはリハビリテーションのみなら丁宋養、日

腔、社会的サポー トなど多職種での包括的サポー トが必要とされるが、予後に関わる具体的な

因子について明らかになっていない。そこで本研究では回復期病棟の大腿骨近位部骨折患者を

対象に、体組成、栄養状態などと退院時の日常生活動作、認知レベル、自宅退院復帰など多面

的アウトカムの関連を検証することを目的とする。また、単施設では症例数の制限や、結果の

一般化への制限が生じることから、本研究は多施設共同で実施する。

調査データ1既要期間 2023 年 4 月 2025 年  6 月予定

研究の方法

○対象となる患者様
対象 :回復則 リハビリテーション病棟へ人尻した太腿骨近1立部骨子ッ十患者

方法 :当 院と原宿 リハビリテーション病院の2施設のデータベースを統合させ

解析を行う。体組成や栄養状態とリハビリテーションの多面的なアウ トカムと

の閣種 について本絡因子存調整 I夕 た多恋昌解析を実施するn

○利用する情報/項目
年齢、性別、身長、体重、体組成データ、既往歴、入院前の居住・日常生活動

作、血液1父査項目(Alb、 CRP)、 食事摂取量、摂食噴下レベル、国腔スクリー

ニング、栄養スクリーニング、処方内容、 リハビリ単位数、骨折型、術式、荷
重制限の有無、機能的自立度評価法、握力、在院日数

個人情報の取 り扱い
個人情報は匿名化 したうえで解析を行う。個人を直接特定できる

情報は使用せず、外部に漏洩しないよう適切に管理する。

試料/情報の他の研究機関への

提供及び提供方法

原宿 リハビリテーション病院との共同研究を計画している。データは、匿名化

かつパスワー ド付きファイルのプライバシーかつ安全性が保たれた方法で提供

され、研究分担者のみの取り扱いに限定する。

利益相反 本研究に関連 し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
熊本 リハビリテーション病院

096-2323111(代表)担 当者

医師

吉村 芳弘

備考
研究に同意 しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱

いを受けることはありません。


